
当社ウェブサイトに掲載しております「第１００回定時株主総会オンデマンド配信」には、株主様の肖

像権等に配慮するため、株主様との質疑応答の部分を動画から削除しております。当該質疑応答の要旨

につきましては、本書にてご確認をお願い申し上げます。 

質疑応答要旨 
（株式会社イチケン 第１００回定時株主総会） 

【概要】 

日 時：２０２６年６月２５日（木）１０：００～ 

場 所：芝パークホテル２階 「ローズ」（東京都港区芝公園一丁目５番１０号） 

 

【出席された株主様からのご質問】 ※回答者：代表取締役社長 政清 弘晃 

Ｑ１ 

貴社は、今期の業績を減益と予想しているのとは別に、ビジョン２０３５及び新中期経営

計画においては「営業利益率７％以上」を目標値としている。昨今、企業において高い成

長率を求められる中で、当該目標値を設定した理由をお聞かせ願いたい。 

Ａ１ 

生産性と採算性を重視した受注に取り組んでいる一方で、労務費や資材価格の高騰など依

然として市場は不透明な状況にある。このような状況と当社における過去の実績とを総合

的に検討した結果、営業利益率７％以上を目標値として設定したものであり、当社として

は、妥当な目標値と考えている。 

Ｑ２ 

ビジョン２０３０の目標値を当初の計画から５年前倒しで達成し、連続増配を実現した前

社長である長谷川博之氏に感謝している。今後は新社長である政清弘晃氏と共に健康に留

意し、さらなる活躍を願う。 

Ａ２ 貴重なご意見として承る。 

以 上 


